平成２８年第１回定例会会議録要旨
                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
◇開催日時　　平成２８年１月２９日（金）　　午後３時００分開会　　
◇開催場所　　国富町環境改善センターＣ会議室
　　　　　　　　　　
◇出席委員　　木下正明　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一　　
◇欠席委員　　な　　し
◇出席職員（事務局）　　井戸川行利　　瀬尾孝徳　　清水孝英　　横山香代
◇議　　案　　議案第１号　平成28年度国富町立小中学校校医の委嘱について
　　　　　　　
◇教育長報告要旨（１月１日～１月31日行事結果）

【教育総務課】
○１月14日（木）新春子どもの声を聞く会
それぞれの学校を代表して７名の児童生徒が発表した。今年の発表者は女子ばか
　　りで、会場は約270名の聴衆の方々でいっぱいだった。（年々、発表力がついてき
ている。）
○１月22日（金）本庄高校魅力化推進協議会
生徒数の減少が続き、高校存続の危機を迎える前の対策として、本町と綾町の町
　　長や議長等が参加し、今後の魅力化へ向けた組織が立ち上がった。
【社会教育課】
○１月５日（火）第32回新年席上揮毫（書き初め）大会
年が明け第１番目の行事である。約90名の参加があり、選者には県書道協会会
　　長の岩切天掃先生をお願いした。表彰式は１月20日に行われる。

○１月10日（日）成人式
教育委員の皆様にもご出席いただき、対象者307名、参加者177名で57.6％の
　　参加率だった。もう少し参加が増えるといいなと感じている。
○１月11日（月）第６回市町村対抗駅伝競走大会
町村の部でこれまでの中で最高の９位という成績だった。それぞれの世代を超え
　　て襷を繋ぎ、区間賞の区もあり、よい大会だった。
○１月23日（土）第41回郡PTA研究大会・母親研修大会
講演はOffoceプラスα代表の有馬和江氏が「聴いていますか？子どもの声～愛情
　　を伝えるコミュニケーション～」と題して講演された。事例発表後の休憩時間に会
　　場を出る参加者が多く、講演を聴かれる人数が減るのが課題である。
○１月26日（火）学校支援地域本部事業文部科学大臣表彰伝達式
学校支援地域本部事業は国の事業だが、国富町では木脇地区でｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの方を
お願いして木脇小学校・木脇中学校の色々な教育活動に地域の方々による指導者の
お世話をしていただいており、地域と一体となって学校の教育活動を行うことが文
部科学大臣の表彰につながり飛田教育長より伝達していただいた。
【学校給食共同調理場】
○１月20日（水）給食感謝集会
給食感謝集会は各学校で行われているが、１月24日から30日が全国学校給食週
間ということで学校給食に感謝する催しを行っている。
別件だが、共同調理場関係者からノロウイルス感染が発生したため万全を期す体
制で18日を簡易給食に、19日を弁当に切り替えた。
◇議事
◆議案第１号　平成28年度国富町立小中学校校医の委嘱について

　平成28年３月31日をもって本年度学校医の委嘱が終了するため、新たに校医の委嘱
を行うものである。今回は内科、眼科、耳鼻科で、本庄小学校の内科医のみ変わり、そ
の他の変更はない。これは、市郡医師会へ推薦依頼を行い、推薦いただいた校医の委嘱
を諮っているものである。　　　　【原案のとおり決定】
◇その他

◆行事予定　各課行事予定表に基づき説明
◆３月、４月の行事について
教育委員の方々に出席していただく行事もあるので確認をお願いしたい。
◆八代小学校のスクールバスの件について
12月21日に八代小ＰＴＡに対し教育委員会の考えを正式に報告した。それを受けて、八代小ＰＴＡから、保護者の方々へ配布する報告文書をいただいたので資料として添付している。今後も懸案事項として検討を継続して欲しいとの要望があった。
資料中の教育委員会の意見については、安全対策の部分で青少年健全育成会議の青パトによる巡回パトロールや、新規事業の学校安全見守り隊の組織化など、教育委員会の取組を記載するよう訂正する。
町長には今回の資料を基に報告したいと考えている。
◆校区外中学校への進学に関する要望について
　部活動において要望者の現住当該中学校では単独のチーム編成をすることができず、
他中学校と合同チームで活動している。しかし、合同チームである相手方は来年度単独
チーム編成が可能であるため、当該中学校の生徒は練習や練習試合は参加できても、中
体連の規程では公式試合には参加することができない。これを認めてしまうと、強い者
だけを集めてチームをつくることになる場合もあり、本来の部活動の意味にそぐわない
という理由で、認めていない。部活動をしたいという子どもの強い思いがあり、現住当
該中学校ではなく部活動のできる校区外中学校に現住所地のまま通学したいという今
回の要望となっている。保護者は校区のことも、中学校生活は部活だけではないという
ことも十分に理解されているが、それでも子どもの意思を尊重したいというお考えで、
今までの事例では、希望中学校区に住所を変更している。
問題は、町外は部活を理由に区域外通学が認められ、町内は認められないというのが
理解していただける基準になるかどうかというところである。生徒数が一番厳しい状況の過渡期であり、活動が維持できないのであれば、部活動の数をどうするか検討する時期にきていると思う。
資料にあるとおり、現在の校区外通学の審査基準に部活動の項目はない。いじめ問題
などが理由であれば、「その他の特別に認める場合」で認めているが、今回のような場合は今までと少し違うので、「その他の特に認める場合」として認められるか意見をお伺いしたい。
《意見》
　将来的に見て、現住の校区の中学校では活動できる見込みが無いのであれば、基準
を考える必要があるのでは。部活動を理由に町外の区域外の学校に行く子どもは今まで
もいたが、町内の校区外はどうだろうか。柔軟に考えると自由に自分の行きたい学校に
行くようになってしまい、人数の減る学校もあるだろうし、そうかと言って、個の思い
をないがしろにもできないので難しい問題である。現状であれば許可できないが、いろ
いろな事例をあげ、参考にしていただきたいと思う。
【教育委員会の意見として、事務局で過去の例などを参考に判断する】
◇東諸県郡ＰＴＡ大会について
以前参加したが、今年もそうであったように講演になると参加者が減り講師に申し訳ないと思った。日程を変更し事例発表を後にしてもやはり休憩があると会場を出てしまうことが考えられる。ＰＴＡの一人一役の割り当てで参加している方が多いので自ら学ぼうという意識がないのでは。講師の知名度も影響しているのかもしれないが、責任を持って必ず最後まで参加していただきたい。
◇席上揮毫大会について
１月５日に開催され、参加させていただいた。岩切天掃先生が、天皇陛下に習字を教
えられた国富町出身の日高秩父先生の話をされ、お手本をその場で書かれた。参加した子どもたちには心に残る大会になったのではと思う。参加した皆さんは、広い体育館でのびのびと書いており、清清しい新年の思いがした。
日高秩父先生の実筆の手紙が国富町文化会館に展示してある。今回の席上揮毫大会で
書かれた作品が書道機関紙「墨友」の３月号表紙になるとのこと。
◇学校支援地域本部事業の報告会について
毎年出席させていただいているが、しっかりとした素晴らしい資料を作成され、年々
活動が充実してきているように思う。コーディネーターを中心とした地域の絆が生まれ
ているように思う。報告会後の祝賀会にはボランティアの方々などがたくさん出席され、大変良い会だった。
◇成人式について
係の方が徹底した案内でスムーズに進行していた。来賓席についてもご配慮いただき
ありがたいと思った。
新成人の方たちが中学校在学中に作った立志式の作品を学校関係者が持ってきており、
懐かしそうに本人が持って帰っていた。当時の小中学校の先生に案内を出すのもいいのではと感じた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（閉会午後４時４５分）
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